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現象数理学COEニュース

活動記録
教育・研究活動

研究者インタビュー
特集　 若野友一郎准教授インタビュー： 生物進化の2大理論の統一的理解 —

「包括的適応度理論」と「Adaptive Dynamics理論」を統一する進化理論を構築する

今　隆助 「数理モデルで個体数変化の原理を探る」
中益朗子 「生物のパターン形成が反応拡散によることを実証する」



「生物進化の２大理論の統一的理解」
「包括的適応度理論」と「Adaptive Dynamics理論」を

統一する進化理論を構築する
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　ダーウィンの進化論以来、生物進化の研究は様々な現象の

観察と考察を通してその理論を発展させてきたが、分子生物

学の知見やゲーム理論の影響を受けて、大きな変化を経験し

た。そして最新の進化理論には、包括的適応度理論（Inclusive 

Fitness Theory：IFT）とAdaptive Dynamics Theory(ADT）とい

う2つの大きな流れがある。IFTは1960～80年代にダーウィ

ン以来の問題だった「協力」（利他的行為）の進化を解明するの

に貢献した理論である。一方のADTは1990年代以降に登場

して「種分化」の解明 に大きく貢献した理論である。この2

つの理論は基礎とするモデルが異なり、種分化を巡る論争も

起きている。若野友一郎准教授は、数理的な視点からの再構

築によって、この2つの理論に統一的理解をもたらそうと考

えている（図1参照）。数学の助けによって物理学が大きく発

展したように、生物進化の理論を大きく変える端緒になるか

もしれない。

生物進化の2大理論：
IFTとADTとは何か

－まずIFTについて説明してください。

　IFTは、そもそも社会性昆虫のワーカー（働きバチや働きア

リ）などに見られる生物の利他的行動をうまく説明するため

に、1960年代にWilliam D. Hamiltonが提唱した血縁選択の理

論から発展してきた理論です。

　働きアリは自分が子孫を残すことはないけれど、餌を探して

巣に運んだり、幼虫の世話をしたりします。またある種の動物

の群れの中には見張り番がいて、敵が近づくと自分が発見され

て殺される危険を冒してまで警告の鳴き声を発します。なぜ

所 属・役 職： 明治大学大学院先端数理科学研究科現象数理学専攻 特任准教授
 先端数理科学インスティテュート所員
専 門・学 位： 数理生物学、博士 (理学)・京都大学
班・研究内容： モデリング班・マクロ生物系、生態系のモデリングおよび解析

生物の進化と生態の数理を研究のテーマとしている。生き物は食物、生息地、配

偶相手などを巡って、日々さまざまなゲームを繰り広げている。そして、そこ

から様々なパターンも現れる。これらを数理モデルで解析、研究を行っている。

若野友一郎
P R O F I L E



図2： 植物プランクトンの競争をADT的にモデル化（数式化）する

図3
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∂tn(x,t) = n(x,t)(-m1(x)+r(x) ∫  K(x,y)R(y,t)dy)) + ε∆n(x,t)

∂tR(y,t) = -m2(r)R(y,t) + Rin(y)-R(y,t) ∫  r(x)K(x,y)n(x,t)dx
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たかだが数種類で、植物プランクトンの種数に比べるとはる

かに少ない。そこで問題は「環境がほぼ同じで、栄養分はた

かだか数種類に限られているのに、なぜこうも多種多様な植

物プランクトンが存在するのか？」ということです。

　単純に考えるとダーウィン流の競争排除則が成り立っ

て、各栄養分のスペシャリストになった「最強のプランクト

ン」しか残らないはずで、ほんの数種類しかいないはずなの

です。ところがそうはなっていない。たくさんの種が離散

的に存在しているのです。どうしてこうなったのかを調べ

るには「種」ありきではないモデルが必要です。

－どうモデル化したのですか？

　栄養塩というのはいろいろありますが、一次元的に表せる

とします。植物プランクトンは栄養分をめぐって競争をして

いると考えます。式で書くとこう（図2）になります。

　n(x,t)がタイプxの植物プランクトンの密度、R(y,t)は海底

から湧いてくるタイプyの栄養分です。栄養分は海底から一

方的に提供されていて、種類はたくさんある。それでRは連

続であると考えるのですが、この点は分かりにくいかもしれ

ません。植物プランクトンは近くにある栄養分を食べると

して、各栄養分をどれくらいうまく食べるか（スペシャリスト

か）を表すのがK(x,y)です。現実には栄養分のカタマリの大

きさで、植物プランクトンが利用できるかどうかが変わった

りします。そういうことがK(x,y)で表されているのです。図

2の最初の式は植物プランクトンの密度変化を表すもので、2

つ目の式は栄養分の密度変化を表しています。

　このモデルを数値計算すると、図3のようにいくつかの

ピークのある波の形になるんです。連続的な方程式を元に

するのですから、初期値が連続なら密度分布も連続になりま

す。しかし密度分布の中にいくつか極値があって、それが種

に該当すると考えられます。ここでは各ピークが現実にい

る植物プランクトンにあたると考えられます。

―なるほど、ADTのモデルが連続的だという意味が分かりま

した。

　ADTはこういう「種分化とは何か」を問題に発展してきた

のですが、進化の研究をしていると、IFT、ADTのどちらの枠

組みも現象の説明に役立ちます。どちらの理論も、直観的な

部分を含んでいますが、間違っているわけではない。それど

ころか非常に正しい。それで私も双方の理論を行ったり来

たりして使うのですが、両方で成り立つことがいろいろある

のに、それがなぜかがよく分からないことが多い。そこを厳

密に説明したいと思っています。

　ただこういう話には、伝統的な生物学者はあまり興味を

持っていません。「理論家が出した数理モデルがどんなもの

であれ、実際の現象とよく合っていればそれでいい」という

人が多いのです。私は、それはおかしいと思います。

このような利他行為をするのか、ということが、初期の進化理

論では大問題でした。ダーウィンは「生物の進化は個体レベル

で起きる」（自然選択が個体レベルで働く）と考えたのですが、

それでは子孫を残さない働きアリの存在が説明できません。

　そこで登場したのが、「包括的適応度」という考えです。血縁

関係にある個体の集団に属するある個体が、別の個体を助け

た結果、相手が子孫を増やせるのならば、自らと同じ遺伝子を

持つ可能性の高い子を増やせることになる。遺伝子に着目す

れば「全体としての適応度」（Inclusive Fitness）を向上させるこ

とになるのだ、と説明したのです。

－ではADTとはどんな理論なのですか？

　一方ADTで理論的にきれいに説明できたのは「種分化」で

す。進化は本来少しずつ起きます。突然に別の種に進化する

ことはありえません。1世代の変化は非常に小さなものなの

に、なぜはっきりと違う種に分化したのか、言い換えれば「生

物の形質分布は連続的であってもいいはずだが、なぜそうな

らなかったのだろう？」という疑問がありました。

　さらに、同じところに住んでいながらまったく別の種に進

化した例がたくさんあることが指摘されるようになります。

これは「同所的種分化」と呼ばれ、住む場所が地殻変動などに

よって分断されることにより生じる「異所的種分化」よりさら

に説明が困難です。このような「種分化」をうまく説明できる

理論のひとつがADTなんです。

―2つの理論にはどんな違いがあるのですか？

　あえて言えば、IFTは粒が残っている感じでADTの場合は

なめらかなのです。

　IFTは個体１つ１つを離散的にモデル化します。離散的に

モデル化することで、たとえば「親子関係」や「血縁関係」のよ

うな個体間関係の記述がやりやすくなります。一方でADT

は個体の集合を連続的にモデル化します。多くの場合、個体

数が無限大の場合を扱います。連続的にモデル化すること

で、数学的な扱いがやりやすくなります。

　使われてる数学にも違いがあってどちらかと言えば IFTは

確率論の数学、ADTは決定論的な微分方程式をよく使います。

「種」という単位に
とらわれずにモデル化する

―そのADTでのモデリングについて、何か具体例を挙げてい

ただけますか？

　では最近海外の研究者と一緒に論文を書いた植物プラン

クトンの種分化の話をしましょう。

　海中には多種多様な植物プランクトンがいます。海の中

というのは地上に比べてよく混ざっていて、場所による環境

条件の違いが地上ほどは大きくありません。そして食べ物

もほぼ共通していて、ほとんどの植物プランクトンは海底か

ら上がってくる栄養分を利用しているのですが、その種類は

植物プランクトンのモデルの初期値を変えると、2つに分かれた形になる場合がある。これが種分化に対応していると考えられる。
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でも、よく考えると一筋縄ではいかないような説も多いので、

それを改めて数理で考えてみることが大事です。「擬態」の例

でもその他の例でも、多数の先行理論研究がありますが、それ

らを恐れることなく、むしろ先人達がわくわくしながら論理を

考えていった道筋を、再体験する気持ちで勉強するのが大事

だと思います。

－勉強しておいてほしいことはありますか？

　研究の上では物理学から学ぶところが多いのですが、物理

の授業だけでなく、学問の歴史も含めて学ぶとよいと思いま

す。例えば朝永振一郎のような物理学者が一般向けに書いた

本を読むといいですね。もちろん、数学や生物学の力は、あれ

ばあるだけ良いです。数学ならば線形代数、微分方程式、確

率・統計、生物学なら進化・生態・遺伝などを勉強しておけば、

すぐにでも私の研究室で研究に取り掛かれると思います。

参考URL:　 JST 生命現象の革新モデルと展開

http://www.model.jst.go.jp/scholar_03_13.html

参考文献1:　 「利己的な遺伝子」(科学選書) [単行本]

リチャード・ドーキンス (著)、 日高 敏隆 (翻訳)、 

岸 由二 (翻訳)、 羽田 節子 (翻訳)、 垂水 雄二 (翻訳)

参考文献2：　 （本稿で取り上げた、若野准教授の研究に関する論文）

Evolution of species trait through resource competition

http://hal.archives-ouvertes.fr/hal-00566888/

明治大学大学院先端数理科学研究科は、現象の本質を見抜き、理解
する抽出モデルの構築を柱とする数理科学＝現象数理学の教育研
究を行います。現象数理学は本学が生み出した新しい学問分野で
あり、明治大学先端数理科学インスティテュートを母体とする現
象数理学グローバルCOEが研究活動を進めています。その成果
を教育につなげるために作られたのが本研究科です。本研究科で
は、自然・社会・生物等に現れる複雑現象の数理的解明に必要な知
識を習得できます。

◆研究対象としての現象
① 錯視や錯覚、思考に見られる知覚・認知現象
②  経済活動、金融工学、渋滞のメカニズムなどの社会現象
③  免疫系、遺伝子構造、ガン細胞メカニズムなどの医学現象
④ 生命活動や生態系、進化などの生物現象
⑤ 地震のメカニズムや地球環境などの物理現象
⑥ 化学反応やタンパク質合成に現れる非平衡現象　　など

◆現象数理学の習得のために
現象数理学の習得には、現象の数学的記述＝「モデリング」、その解
析＝「シミュレーション」、そして「数理解析」の連結が不可欠です。
そこで博士前期・後期課程ともに複数指導体制を採ります。前期
は「複数研究指導制」として正指導教員1名と副指導教員2名が協
力し研究指導をします。後期では「チームフェローによる複数指
導」として、研究テーマに応じて上記3分野から1名ずつ計3名の
正指導教員がチームフェローを組み、多面的な研究指導をします。
本研究科は学部組織を持たない独立研究科です。他大学の出身者
の方にもどんどん入学していただきたいと思います。また文系出
身者でも、学部一年で学ぶ基礎的な数学と論理的思考能力、そして
社会科学の問題にチャレンジする気概がある方には、最適な学習
の場になると思います。

◆2013年4月、新キャンパスへ移転
本研究科は2013年には東京・中野にオープンする新キャンパス
（同年4月竣工予定）へ移転する予定です。

　物理学の世界では、現象を数式で説明することがすごくう

まくいっているわけです。ニュートンは運動を数学で表す

ために質量や力とか速度を定義して、微分という新しい数学

まで作ってしまったわけですよね。それで圧倒的に力学が

発展したわけです。私にはそこまでの真似はできませんが、

生物学の世界でも何か概念を数式で表してうまく伝えられ

るのではないか。そして最終的には仮説を実験や観察で検

証をするわけですが、それをしやすい形を提示することがで

きるのではないかと思っています。

数理生物学のテーマは
身近にころがっている

－先生の研究室を志望する学生には何を期待しますか？

　生き物に興味があることですね。手法は数学的ですが、問

題意識は生物学から発しているんです。だから最初から生物

学に詳しい必要はないけれども、生き物に興味があるほうがよ

い。一番大事なのはいかにいい問題を見つけてその解決方法

を生み出すか、ですから。生物の世界では、未解明なまま放置

されている問題がたくさんあります。つまりそれを数理モデ

ルで説明しようとする人にとってのニッチもたくさんあるの

です。

－良い問題を見つけるにはどうすればいいですか？

　身近な現象に問題意識をもったほうがいいと思います。特

に、NHKやBBCやナショナルジオグラフィックなどが放送し

ている生き物番組は、見ていて楽しいだけでなく、生き物のこ

とをいろいろ考えるきっかけとして最高のものです。また、「子

供のときに昆虫が好きだった」というような体験も、とても貴

重です。実際に、私の研究室にいる学生はチョウに興味があっ

て、その「擬態」の研究をしている人がいます。「擬態」とは、あ

る種が別の種に外見を似せるように進化する現象です。

　ただし今の生物学では、動物そのものの行動を調べるので

はなくて例えば「擬態」とか「協力」というように、少し抽象化し

て考えます。どんな動物の擬態か、ということはあまり問題に

せずに、「擬態」という進化が起こった理由を考えるのです。

　擬態の場合、そのように進化したのは「捕食者に食べられに

くいからだ」といいますが、別の種に外見だけがよく似ている

生物がいる場合に、なぜそういう進化が起きたのかを説明する

ことはテーマとして十分に成り立ちます。また、別の種と同じ

模様になるそのメカニズムはどうなっているのかを調べ、なぜ

そういう進化が起きたのかを考えることも、テーマになりえま

す。それに「食べられないように」といったって、先に鳥が「こ

の虫はまずい」と学習してくれる必要があって、何匹かは食べ

られる虫がいるわけで、食べられた虫にとっては擬態は役に立

たなかったわけですよ。そうすると、「鳥に食べられないよう

に擬態をしている」という説も、本当なのか？と思うわけです。

進化に関しては、これまで当たり前のように言われてきたこと
中野キャンパス整備計画（第1期工事）外観CG完成イメージ

http://www.meiji.ac.jp/ams/



　生物が作るパターンに興味があり、博士課程のころにゼブラ

フィッシュという魚の縞模様を再現するモデルを作りました。

　元になっているのは計算機科学の分野で有名なアラン・チュー

リングが、生涯で唯一生物に関して書いた論文(注1)の中で提唱

した、反応拡散方程式を使ったモデルです。その解の中に縞模

様(等間隔パターン=チューリング・パターン)を出すものがある

のです。

　ゼブラフィッシュの体の縞模様は黄と黒の色素細胞が作って

いることは既に分かっていましたが、縞模様自体がどうやって形

成されるかということは分かっていませんでした。

　そこでそれぞれの色素細胞をレーザーで除去して働きを調べ

てみたところ、2つの細胞が隣り合っている時と、離れている場

合とでは、まったく逆の作用があることが分かりました。隣あっ

ているときは弱めあい、離れている(といっても10細胞程度の距

離にある)ときは、一方がもう一方を強めていました(図1)。

　そこで2つの色素細胞を別々の細胞と考えるのではなくまと

まった形で、連続場のように考えて計算をさせたところ、現実の

ゼブラフィッシュとよく似たパターンを再現できました。

　このように、生物がパターンを作るその現象を反応拡散方程

式で説明する、逆に言えば現実世界に反応拡散方程式を持ち込

むことに興味があります。

　最近研究している対象は、「ニューベキア」という水生植物の葉

の形態生成です。葉っぱが空中ではシンプルな単葉、水中では

縁が入り組んだ複葉に変わっていくという不思議な植物で(図

2)、 「あ、これは面白いな」と思いました。

　他の植物(シロイヌナズナ)では単葉に鋸歯構造(ギザギザ)

ができるときは、まず等間隔のパターンが表れて、それからその

部分が伸長することで突起ができます。ニューベキアの複葉

に関しても、同様のメカニズムで説明できるはずで、等間隔のパ

ターンが作られるところを反応拡散方程式によるモデルで解明

しようと考えています。

　農学部の設備をお借りしてニューベキアを栽培しているので

すが、形態形成が起こるのは小さな芽の段階なので、観察するに

は回りの葉を取り除く必要があります。そのたびに枯れてしま

いますから、違う発生段階の標本をたくさん解剖しなければなり

ません。順調にいけば2か月半×3回くらいの実験で結果が出

せるでしょう。

　この研究は京都産業大学の木村成介准教授と共同で進めて

いて、私はモデリングなどを担当し、木村先生は分子レベルの知

見を提供してくださることになっています。

生物のパターン形成が反応拡散によることを実証する

　修士の時から、宿主と捕食寄生者（注1）という2つの種の個体

数変動を表した数理モデルの研究をしています。その頃は生物

の数理モデルにカオスが見られることが分かりその役割が問題

になっていて、他の研究者は1つの種で論じていましたが、私は2

つの種ではどうなるかを論文にしました。

　博士課程ではこの研究で重要だった「侵入可能性」(注2)を数

学的に考察しました。モデルが与えられればそれから侵入可能

性を計算できますが、個体数の変動がカオスである場合も同じ

方法で計算できるのかどうか、その数学的な根拠があいまいで

した。実は修士の時の研究も、カオスの場合は数学的な根拠は

保留して、数値計算で近似値を計算しただけだったので博士課

程では数学的にちゃんと答えを出したいと思ったのです。この

過程で「パーマネンス」という概念にたどり着きました。

　共存の古典的な定義は「安定な平衡点があって、そこで各生物

の個体数がすべて正」というものでした。パーマネンスでは「そ

れぞれの個体数が振動していても（安定な平衡点がなくても）、各

個体数が正ならば共存している」と見るのです。この概念は「ロ

トカ･ボルテラ方程式」と同値な「レプリケータ方程式」の研究か

ら生まれたものです。様々なモデルのパーマネンスが研究され

ましたが、多くは連続時間モデルだったのに対して、私が考えた

のは離散時間モデルで、カオスが現れます。こういう系でパーマ

ネンスの有無を調べるのは大変なのですが、具体的にチェック

できる条件を求めて学位を取りました。その後少し一般化して、

さらに宿主と寄生者の関係に加え競争や共生も考慮できるコル

モゴロフ方程式（注3）のパーマネンスを調べました。

　また種内構造といって、年齢や変態する昆虫の卵・幼虫・さな

ぎ・成虫という成長段階などを含めたモデルを考えました。従来

１つの種は１変数で表していましたが、例えば敵から身を守るこ

とを考えるにはこのほうが自然なのです。素数ゼミのような周

期性のある昆虫のモデルも、数学的には（素数かどうかは関係な

く）年齢間で起こる競争排除と同じになります。同じ年齢間の

競争より違う年齢間での競争が激しければ周期的なダイナミク

スが安定化することを数学的に示しました。

　2008年にはロトカ・ボルテラ方程式がパーマネンスになるた

めの分かりやすい条件を求めることができました。生態系では

各々の種の間に相互作用がありますが、我々が得た条件が成り

立つかどうかは、この相互作用をグラフに書いたときに、そのト

ポロジーから判断できます。ただ残念ながら、その条件の十分

性はまだ証明できていません。機会があればまた挑戦したいと

思っています。また、これまでコルモゴロフ方程式などの生態系

モデルと種内構造の研究は別々に考えていたのですが、1つにし

てみるつもりです。古典的モデルではとらえられなかったさまざ

まな現象を表現できるようになると思います。
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学歴： 室蘭工業大学工学部機械システム工学科を卒業後、静岡大学大学院理工学研究
科システム工学専攻博士前期・後期課程を修了。

職歴： 静岡大学工学部システム工学科助手、九州大学21世紀COEプログラム「機能
数理学の構築と展開」学術研究員、日本学術振興会特別研究員(PD：数学一般) 、
ウィーン大学数学科Assistentを経る。現在、GCOE-現象数理ポスト・ドクター
(PD)。

学歴： お茶の水女子大学理学部生物学科卒業後、同大学院人間文化研究科ライフサイ
エンス専攻修了、同人間環境科学専攻単位取得退学、名古屋大学多元数理科学研
究科研究生。

職歴： 九州大学理学研究院テクニカルスタッフを経て、現在、GCOE-現象数理ポスト・
ドクター（PD）。

若 手 研 究 者 イ ンタビューYOUNG RESEARCHER INTERVIEW

今　隆助 中益朗子
KON, Ryusuke NAKAMASU, Ak iko

数理モデルで個体数変化の原理を探る

所属： 先端数理科学インスティテュート研究員
明治大学研究推進員（共同研究員）
GCOE-現象数理ポスト・ドクター（PD） 

専門： 数理生物学、力学系理論の応用
学位：博士（理学）・静岡大学

所属：  先端数理科学インスティテュート研究員
明治大学研究推進員（ポスト・ドクター）
GCOE-現象数理ポスト・ドクター（PD）  

専門： 反応拡散システム、パターン形成、発生生物学
学位：博士（理学）・お茶の水女子大学

注1：　 捕食寄生者とは例えば寄生蜂のように、他の昆虫に寄生して，成長すると宿主を殺してし
まう種のこと。

注2：　 侵入可能性とは、進化を考える上で、ある種のところに別の種が来たときに、または種の
中で突然変異が起きたときに、それが広がっていけるかどうかを表すもの。2種の生物
ABを考えて、Aしかいない環境にBが入り込めるかどうかをBの「侵入可能性」という。
他から侵入されない、または突然変異が広がらない種が、進化的に安定と考える。

注3:　 ここではコルモゴロフがロトカ・ボルテラ方程式を一般化した生態系モデルのこと。 注1： 「The Chemical Basis of Morphogenesis」 Alan Mathison Turing，

図1　 ゼブラフィッシュの縞はなぜできる？

図　捕食寄生者と宿主の個体数変動をモデル化する

黒と黄の色素細胞が縞を成すが、入り混じっていては縞にならない。2つの細胞が近距離で
は弱めあい、遠距離では強めあうことで縞模様になる

Hは宿主の卵の数、Pは捕食寄生者の成虫の数、f(x)は捕食寄生者がx匹いたときの寄生率、
g(x)は宿主がx匹いたときの宿主の生存率、λは宿主の出生率、bは寄生された宿主１個体か
ら生まれる捕食寄生者の数

図2　ニューベキアの表現型可塑性
生育環境によって葉の形態を変化させる

空中 水中
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若野友一郎准教授が明治大学創立130周年記念
懸賞論文で最優秀賞を受賞

　明治大学先端数理科学研究科現象数理学専攻の若野友一郎特

任准教授（先端数理科学インスティテュート 所員）が明治大学

創立130周年記念懸賞論文の自然科学分野での最優秀賞（懸賞

金100万円）を受賞した。

　受賞論文のタイトルは「科学研究における数理的アプローチ

の重要性～生物の分散の進化を例に～」。若野准教授の専門で

ある数理生物学の研究から、生物の分散（移動）が進化にもたら

す影響を例に挙げ、現象への直感的理解の重要性と、その理解を

踏まえた新しい数理的アプローチである現象数理学を紹介し、

さらにそれが果たすべき役割について論じている。

　今回の懸賞論文は、明治大学の学生・教職員・研究員として在

籍または在籍した経験を持つ人を対象に、人文科学・自然科学・

社会科学・学際領域の4分野で自由課題で公募したもので、計7

件が最優秀賞に選出された。2011年11月～2012年1月には

各論文を基に明治大学創立130周年記念研究者シンポジウム

「21世紀を創る明大の若き研究者達 ―欧米と日本、日本と欧米

―」（仮題。計3回）を開催する予定である。

●受賞論文要旨（若野准教授　寄稿）：

　我々が自然現象を「科学的に理解」するとはどういうことだろ

うか。科学的理解の二大原則は、客観性と論理性である。論理

性を究極まで追求したのが数学であり、その意味で数学は科学

の二大原則のひとつを保証するツールであると言える。しかし

一方で、自然科学の諸分野で用いられる論理や数理モデルは、必

ずしも数学のレベルで厳密ではない。にも関わらず、論理が破

綻せずに研究進展が行われている事実は、自然科学者にとって

の「論理」には、数学的厳密性は必ずしも必要でないことを示唆

している。そのような例として、生物の分散の進化を例にとり、

モデルの数学的解析を行った結果と、結果の直感的理解とを比

較する。そこから、科学における数理的アプローチのあるべき

姿について議論する。

明治大学創立130周年記念懸賞論文受賞者
【人文科学分野】
最優秀賞
 「ペリー日本遠征の再検討とその真意‐アメリカ合衆国国立公文書館国務省・海軍省ファイルに含まれる未公刊関係史料の検討から」
 執筆者　小暮 実徳 （文化継承学研究所 客員研究員・文学部兼任講師）

【自然科学分野】 
最優秀賞
 「科学研究における数理的アプローチの重要性～生物の分散の進化を例に～」　執筆者　若野友一郎（先端数理科学研究科特任准教授）

【社会科学分野】
優秀賞
 「日本におけるブランド志向の消費者行動：高級ブランドとファストファッションに対する心理的価値」　執筆者　西　剛広 （商学部専任講師） 

優秀賞
 「経営者の裁量的会計行動にあたえるレピュテーションの影響－裁量的会計発生高（ジョーンズ・モデル、修正ジョーンズ・モデル）を用いた実証分析－」
 執筆者　平屋 伸洋（経営学部専任助手） 

優秀賞
 「リアリティとしての《公共性》とその外部－ハンナ・アーレント《公共性》再考」　執筆者　石田 雅樹（法学部兼任講師）

【学際領域分野】
最優秀賞
 「アジアの漆文化と漆工技術の保存科学的意義」　執筆者　神谷 嘉美（理工学研究科応用化学専攻博士後期課程修了） 

●「非線形時系列に対する現象数理学の発展」シンポジウム
世話人： 岡部靖憲（事業推進担当者）

中村和幸（MIMS研究員）

第12回「複雑系現象の時系列解析12」－数理・工学・地球物理現象－

開催期間：2011年6月3日～4日

会場： 明治大学駿河台キャンパス大学会館8階第4会議室（3日）

同キャンパス　リバティタワー1087教室（4日）

6月3日

13:00 -14:00　 「正規定常過程に付随する時間遅れのある２階楕円

型偏微分方程式（２）」岡部靖憲・明治大学、事業推進

担当者　※都合により中止

14:30 -15:30　 「地盤工学データ同化におけるスキームの検討とそ

の応用」中村和幸・明治大学、MIMS研究員

6月4日

10:30 -11:30　 「時系列の周期変動の同定と変化構造解析　理論，数

値実験，実証分析：太陽黒点，地震」日高徹司・明治大

学大学院D3

13:00 -14:00　 「非線形な火山性微動の相図と微分方程式系の構造

推定」武尾　実・東京大学

14:30 -15:30　 「岡部理論による時系列の構造抽出と高速フーリエ

変換（９）」四方義啓・多元数理研究所

●MASセミナー
(Mathematical Sciences based on Modeling, Analysis and Simulation 

Seminar)

オーガナイザー： 三村昌泰（拠点リーダー）

上山大信（事業推進担当者）

池田幸太（MIMS研究員）

木下修一（GCOE-現象数理SPD）

第39回MAS Seminar

開催日：2011年5月12日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A207教室

16:30 -18:00　 「Permanence induced by life-cycle resonances:the 

periodical cicada problem」　今　隆助・明治大学研

究推進員、GCOE-現象数理ポスト・ドクター（PD）

第40回MAS Seminar

開催日：2011年5月26日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A207教室

16:30 -18:00　 「A theoretical study of morphodynamicsof dunes 

using dune skeleton model」　新屋啓文・広島大学

第41回MAS Seminar

開催日：2011年6月9日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A207教室

16:30 -18:00　 「The Cause of Phenotypic Discontinuity: Shell 

Shapes of Terrestrial Gastropods」岡嶌亮子・明治大

学研究推進員、現象数理-ポスト・ドクター（PD）

第42回MAS Seminar

開催日：2011年6月23日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A207教室

16:30 -18:00　 「From Pigment Pattern to Morphogenesis ‒ The 

Turing Pattern in Developmental Biology」　中益朗

子・明治大学研究推進員、現象数理-ポスト・ドクター

（PD）

●MEE Seminar
(Mathematical Ecology & Evolution Seminar)

オーガナイザー： 若野友一郎（事業推進担当者）

岡嶌亮子（GCOE-現象数理PD）

第29回MEE Seminar

開催日：2011年5月19日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A207

16:30-17:30　 「Mathematical expression of inclusive fi tness 

theory」若野友一郎・明治大学、事業推進担当者

第30回MEE Seminar

開催日：2011年6月16日

16:30-17:30　 「Dynamics of age-structured predator-prey models」

今　隆助・明治大学研究推進員、現象数理-ポスト・ド

クター（PD）
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明治大学グローバルCOEプログラム 明治大学先端数理科学インスティテュート
Meiji University Global COE Program
Formation and Development of Mathematical Sciences
Based on Modeling and Analysis

Meiji Institute for Advanced Study of 
Mathematical Sciences

問い合わせ先
明治大学　教学企画部　グローバルCOE推進事務室
〒214-8571�神奈川県川崎市多摩区東三田1-1-1
TEL:044-934-7662/FAX:044-934-7660
gcoe@mics.meiji.ac.jp
http://gcoe.mims.meiji.ac.jp/
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【編集後記】 全く手探りで作成を開始した本ニューズレターもNo.9となりました。前号から内容も本GCOE関連研究者の研究をより深く紹介する
ものとしています。関連した動画像がGCOEホームページやYouTubeにあります。是非、「現象数理学」をキーワードに検索して、それらコンテン
ツもご覧下さい。（DU）


